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表2　気象経過

1緒　　　　　言

大豆の収量は乾物生産量に大きく影響されていて．第一

義的には，乾物生産量を高めることで多収を得ていると考

えられる。乾物生産量を高めることは，①豊熟燐酸，光

合成産物の蓄積器官である糞身，茎の栄養生長量の拡大，

②葵の着生部位である節数を増加させることで意義がある。

しかし，乾物重を高めることで多収を得る方法では，限界

が認められることから，より安定的な多収を得るには，大

豆体の窒素栄養状態を充実させる必要があると考えられあ

そこで．乾物生産量及び子笑壷の異なる大豆を供試して，

子実生産に及I封一窒素栄養について検討したので報告する0

2　眈　験　方　法

乾物生産量の異なる大豆を得る目的で，表1に示すよう

な処理を行なった。供試品種はスズユタカで．その他につ

いては」投慣行栽培法によった。調査は，開花稟臥幼葵札

成熟期に部位別乾物亀及び成熟期に収量調査を行ない．

更に各時期に部位別の窒素濃度を分析した。

秦1試験方法

年次 処　 理　条　件

57年

播 種期（5′30）
堆　 肥（0，2，4．8t／1ぬ）　　　 組合せで8処理

栽植密度（8．16本／戚）

58年

播 種期（5′20，5′30，6／9．6／18）
堆　 肥（0，2，4．8t′10a）　　　 組合せで16処理

栽植密度（10本／め

59年

播種 期（6／5．6′20）
芸植密霊鵠 プ浣t／10a）　 組合せで30処理

追肥処理

・供試品種
スズユタカ

施肥量（基肥）
N－2．5吻′10a

P205－7．5材10a
K20－10．0吻／10a

・試験区
1区50線申達制

平　 均　 気　 温 （℃） 降　 水　 量 （け ）

5 7年 5 8年 5 9年 平 年 5 7年 5 8年 59年 平 年

6月 1 8．6 17．9 2 0．6 19．3 1 3 1 8 9 5 4 1 0 1

7 2 1．4 2 1．2 2 4．4 2 3．2 7 3 15 7 7 3 16 7

8 2 4．4 2 4．9 2 6．3 2 4．2 7 3 8 1 8 13＄

9 18．7 2 0．2 18．9 19．2 19 7 13 1 1 64 1 19

（2）窒素吸収量と子実垂の関係

播種期から成熟期までの窒素吸収量と子実垂の関係をみ

ると（図1），窒素吸収量が多いほど子実収量が高い傾向

が認められた。このことは，大豆の場合，子実に多量の窒

素を集横するという特性から，多収を得るには，多量の窒

素を吸収して子実生産に利用することが必要であると考え

られる。次に，時期別の窒素吸収が子実生産に及ぼす影響

について，図2～4に示す。生育期間を，①播種期～開花

期の栄養生長期間，⑧開花期～幼葵期の栄養生長と生殖生

長の重複する期間，⑧幼葵期～成熟期の生殖生長期間の3

時期に分けた。時期別では，幼葵期以降の窒素吸収量と子
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図1窒素吸収量（播種親～成熟期）と子美東の関係

3　結果及び考察

（1）試験年次の気象経過と生育状況
気象経過については表2に示すように昭和57，58年は，

6，7月の平均気温は，平年に比べてやや低いものの，降
水量ともはば平年並で推移したことを反映して，大豆の生

育は，おおむね頗調であった。それに対して，59年の場合，
生育前半が比較的高温で推移したことを反映して，初期生
育は良好であったが，7，8月の降水量不足，特に8月の
大干ばつによって生育が停滞した。
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図2　窒素吸収量（播種期～開花期）と
子実重の関係
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図3　窒素吸収量（開花期～幼莱期）
と子実垂の関係
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図4　窒素吸収量（幼夷期～成熟期）
と子実垂の関係

実収量との関係が，3時期の中では明らかであった。多収

に必要な英数を確保したあと，生育後期まで窒素を効率的

に吸収して子実生産に利用することが重要であると考えら

れる。

また，気象条件の違いでみると，開花期以降，特に干ば

つ等の影響で不良であった59年の場合，はば平年並であっ

た57，58年に比べて開花期以降の窒素吸収の停滞が認めら

れた（図3．図4）。　このことが収量を停滞させた一つの

原因であると考えられる。以上より．大豆を多収するには，

窒素吸収量を多くすること，特に，生育後期の吸収量の多

少が，子実生産に大きく影響することがうかがわれた。

（3）窒素感度（葉身）と子実垂の関係

450毎／10a以上の多収を得る場合には，若葉効率を高

める必要がある。着英効率は，葵への光合成産物2）及び窒

素の供給量が大きく関与していると考えられ，光合成の促

進の点からも大豆体の窒素栄養状態が重要であるといえる。

そこで，開花期の乾物垂による生育診断l）に基づいた分類

を加味して，葉身の窒素濃度と子実重の関係を解析した（図

5．図6）。開花期の乾物垂が280～4001）毎／10aの範囲に

ある適正な生育をしている大豆では∴気象条件が平年の場

合（57，58年），開花期及び幼葵期における葉身の窒素栄

養状態の良否が子実生産に影響している。特に，幼葵期に

おける彙身の窒素濃度は開花期より高まる傾向で（開花期

5．3％→幼芙期5．摘），幼美期においても高い窒素濃度を

維持していたことが子実垂の向上に寄与していると考えら

れる。

また，開花期以降の干ばつ等の気象条件が大豆生産に大

きく影響する年次には（59年），幼莱期における彙身の窒

素環度が開花期に比べて著しく低下して，（開花期5．3％→

幼末期4．7％），子実垂の停滞をもたらしていることから．
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図5　葉身の窒素濱度（開花期）
と子美東の関係

図6　黄身の窒素硬度（幼禾期）と
子実垂の関係

開花期における葉身の窒素栄養状態が子実生産に反映して

いないことが考えられる。

一方，開花期の乾物重が4001）毎／10a以上の過剰生育
の大豆では，葉身の窒素栄養状態より倒伏，分枝切損によ
って，収量が大きく規制されていると考えられる。乾物垂

が2801）吻／10a以下の大豆では，生育量（節数）がやや不
足していることから，収量は第一一義的には．乾物垂によっ

て規制されているが，大豆体の窒素栄養状態を，更に高め

ることによって，収量の向上の可能性も考えられる。
以上より．大豆を多収するには，量的因子である乾物垂．

窒素吸収量と．質的因子である窒素，光合成産物感度の関

連で解析していくことが重要であると考えられる。今回の
報告でも，乾物垂が適正な大豆では（280～400吻／10a）．
開花期及び幼葵期における葉身の窒素環度が子実生産に対

して影響を与えていることが認められた。また，診断基準
値の設定については，今後更に解析していきたいと考えて

いる。
4　縞．　　　　要

（1）開花閥以降の気象条件が平年の場合，乾物生産が適正

な大豆（開花期での乾物垂280～400吻／10a）では，開花

期，．幼芙期における彙身の窒素感度が高い場合（5％以上）
に，子実生産が良好であった。
12）開花期以降の気象条件が不良の場合．葉身の窒素栄養

状態が子実生産に反映していなかった。
（叫開花期より幼末期の菓身中の窒素濃度が低下する場合

は，子実生産が停滞する傾向であった。
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